



















1 エラスムス著（山内 宣訳）『評論「自由意志」』19 ページ⚒行目。
─ 1 ─




Modern Economics and Free Will



















































よ」，この第 14 章 26 節に「自分の命まで捨てて，わたしのもとに来るのでなければ，わたし
の弟子となることはできない」，その第⚙章 23 節に「日々自分の十字架を負うて，わたしに
従ってきなさい」，あるいはその第 12 章 32 節に「恐れるな，小さい群れよ。御国を下さるこ
とは，あなたがたの父のみこころなのである」とある。また『ヨハネによる福音書』第 16 章
33 節に「しかし，勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝っている」，『マタイによる福音


















6 前掲書『評論「自由意志」』23 ページ⚘から 12 行目参照。







































われらを祝福し，そのみ顔をわれらの上に照らされるように」を引用し，『詩篇』第 119 篇 105 節「あなた
のみ言葉はわが足のともしび，わが道の光です」をエラスムスは引用している（前掲書『評論「自由意志」』
22 ページ⚘から 10 行目参照）。光は理性の譬喩である。
15 アウグスティヌスやパウロは「人間が自らを救いに導くような何事かをなしうるということを否定してい



























16 前掲書『評論「自由意志」』25 ページ 12 から 14 行目。
17 前掲書『評論「自由意志」』25 ページ 15 行目。




21 自然的影響は，influxus naturalis の訳である。
22 励起的恩恵は，gratia exstimulans の訳である。
23 先行的恩恵は，gratia praeveniens の訳である。
24 能動的恩恵は，gratia operans の訳である。これはアウグスティヌスによる。
25 協力的恩恵は，gratia cooperanas の訳である。
26 前掲書『評論「自由意志」』26 ページ⚒から⚓行目参照。
27 前掲書『評論「自由意志」』27 ページ 11 行目。


























































31 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 13 行目。
32 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 14 行目。
33 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 13 から 14 行目。
34 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 15 行目。
35 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 15 から 16 行目。
36 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 16 から 17 行目。
37 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 17 行目。
38 前掲書『評論「自由意志」』76 ページ 17 から 19 行目参照。







































45 前掲書『評論「自由意志」』77 ページ 13 から 16 行目。





51 前掲書『評論「自由意志」』78 ページ 11 から 12 行目参照。






































55 前掲書『評論「自由意志」』79 ページ⚘から 12 行目。






























59 前掲書『評論「自由意志」』80 ページ 17 行目。












































71 前掲書『評論「自由意志」』20 ページ 15 から 16 行目参照。
72 前掲書『評論「自由意志」』20 ページ 16 行目。エラスムスによると，この意志は，欲すれば善に背いて悪へ
迷い出ることが可能なほどに自由である。エラスムスは，墜落天使において意志が深く毀損されたので天
に立ち返ることができないと言い，堕落せずに留まった天使においては善き意志が強化された，と言って
いる（前掲書『評論「自由意志」』20 ページ 17 から 19 行目参照）。































ないと想定している（前掲書『評論「自由意志」』21 ページ 10 から 12 行目参照）。




る（前掲書『評論「自由意志」』22 ページ 18 から 24 ページ⚒行目参照）。
80 前掲書『評論「自由意志」』22 ページ⚑から⚒行目参照。
81 前掲書『評論「自由意志」』24 ページ 16 から 17 行目。
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84 自然的影響は，influxus naturalis の訳である。
85 励起的恩恵は，gratia exstimulans の訳である。
86 先行的恩恵は，gratia praeveniens の訳である。
87 能動的恩恵は，gratia operans の訳である。





92 前掲書『評論「自由意志」』27 ページ 11 行目。
93 前掲書『評論「自由意志」』27 ページ 11 から 12 行目。
































95 前掲書『評論「自由意志」』27 ページ 17 から 18 行目。
96 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ⚖から⚗行目参照。
97 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ⚗から⚘行目。
98 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ 10 から 12 行目。
99 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ 19 行目。


































103 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ 10 から 13 行目参照。
104 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ 13 から 14 行目。
105 前掲書『評論「自由意志」』28 ページ 16 ら 18 行目。






































得ないであろう。そのように語るのは不合理であろう。『申命記』第 30 章 10 節に「あなたが，

























などを示す表現であるが，『詩篇』第 81 篇 13 節に「わたしはわが民のわたしに聞き従い，イ
スラエルのわが道に歩むことを欲する」115 とある。『詩篇』第 34 篇 12 から 13 節に「さいわ
108 前掲書『評論「自由意志」』34 ページ⚒から⚕行目参照。
109 前掲書『評論「自由意志」』31 ページ 14 から 15 行目。
110 前掲書『評論「自由意志」』31 ページ 15 から 18 行目。また『エゼキエル書』第 18 章 31 節に「あなたがた
がわたしに対しておこなったすべてのとがを捨て去り，新しい心と，新しい霊とをえよ」とある。ここで
ʞ捨て去りʟにも人間の「自由意志」が表されていると考えられる。







113 前掲書『評論「自由意志」』32 ページ 12 から 13 行目。
























恵の関係に係わる部分を多少引用しよう。『マタイによる福音書』第 19 章 17 節に「もし命に
入りたいと思うなら，いましめを守りなさい」122 とある。これはイエスによるある人への返
答であるが，永遠の生命を得ることを欲するなら，戒めをʞ守るʟように勧めている123。実際
115 前掲書『評論「自由意志」』32 ページ 14 から 15 行目
116 この直ぐ後に，エレミヤは「もしその国がわたしの目に悪と見えることを行い，わたしの声に聞き従わない
なら，わたしはこれに幸を与えようとしたことを思い返す」と主の言葉を続けている。
117 前掲書『評論「自由意志」』34 ページ 14 から 17 行目参照。
118 ナタン（Nathan）は，ダビデの宮廷で重用された預言者であった（『聖書辞典』331 ページ）。
119『サムエル記（下）』第 12 章 13 節。また前掲書『評論「自由意志」』35 ページ⚒行目参照。
120『サムエル記（下）』第 12 章 13 節。また前掲書『評論「自由意志」』35 ページ⚒から⚓行目参照。
121 ダビデは死に至る罪は許されたが，その 14 節に「あなたはこの行いによって大いに主を侮ったので，あな
たに生れる子供はかならず死ぬでしょう」とある。ダビデはその子の犠牲によって死を回避している。
122 前掲書『評論「自由意志」』36 ページ⚒行目参照。


































125 何故このように厳しい戒めをイエスは課しているのであろうか。それは，その 24 節に「自分の命を救おう
と思う者はそれを失い，わたしのために自分の命を失う者は，それを救うであろう」からであろう。
126『マタイによる福音書』第 25 章 21 から 23 節参照。
127『マタイによる福音書』第 25 章 24 から 28 節参照。ここでタラントとは，貨幣の計算単位であり，通貨では
ない。新約の頃では，⚑タラント単位の貨幣の金額は 6,000 ドラクメに相当する。⚑ドラクメは⚑日の賃
金相当であった。⚑タラントはローマ銀貨の数千デナリオンに相当している。



























走りなさい」133 とある。その 25 節には「彼らは朽ちる冠を得るためにそうするが，わたしは
は大きい」とある。『マタイによる福音書』第 11 章 28 節に「すべて重荷を負うて苦労している者は，わた






129 前掲書『評論「自由意志」』37 ページ 14 から 15 行目。
130 前掲書『評論「自由意志」』38 ページ 18 から 19 行参照。
131 前掲書『評論「自由意志」』38 ページ 15 行参照。
132 前掲書『評論「自由意志」』39 ページ⚓から⚕行目参照。






























134 前掲書『評論「自由意志」』39 ページ 14 行目参照。
135 前掲書『評論「自由意志」』39 ページ 17 から 18 行目。






























































そのような行動原理の一つとして隣人愛が挙げられる。『レビ記』第 19 章 18 節に「あなた
は自身のようにあなたの隣人を愛さなければならない」とあり，その第 19 章 34 節に「あな
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たがたと共にいる寄留の他国人を，あなたがたと同じ国に生まれた者のようにし，あなた自
身のようにこれを愛さなければならない」とある。また『マタイによる福音書』第 22 章 39
節にイエスの言葉として「自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」と記述され，『ルカ












































すると， 􂈈 と表される。任意の二つの善い社会・経済状態 􀀬 をその集合から取り出す





あり， 􀀬 􂈈 であるならば，
（⚑） すなわち 􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 ，
（⚒） すなわち 􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 ，
（⚓） not 157 すなわち 􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 ，
（⚔） not ，すなわち 􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 ，
上の⚔つの関係が成立する。この二項関係には，一般的には，いくつかの性質が仮定される。
（⚑） 反射関係
集合 において，任意の 􂈈 に対して， 自身が二項関係 をもつ158。
（⚒） 対称関係






156 は 上の全二項関係の部分集合である。全二項関係の集合は 􀁻􀀨 􀀬 􀀩􂁚 􀀬 􂈈 􀁽 と表される。これは か
らの全二項関係を表す集合である。
157 not は，数学の記号を使うと，􀂬 と表される。
158 反射関係は，数学的には，􂈀 􂈈 ， と表される。もし 􂈀 􂈈 ，not であれば，反射関係はない
（非反射関係）。
159 対称関係は，数学的には，􂈀 􀀬 􂈈 ， 􂇒 と表される。もし 􂈀 􀀬 􂈈 ， 􂇒 not であれば，
対称関係はない（非対称関係がある）。反対称関係とは，数学的に，􂈀 􀀬 􂈈 に対して，􀀨 􂈧 􀀩 􂇒
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（⚓） 非対称関係
集合 において，任意の 􀀬 􂈈 に対して， が成立するときに not が成立する。
（⚔） 推移関係
集合 において，任意の 􀀬 􀀬 􂈈 に対して， と の間に二項関係 が成立し， と
の間にも二項関係が成立するとき， と の間にも二項関係 が成立する。
この関係を数学的に表すと，
􀀬 􀀬􂈀 􂈈 ，􀀨 􂈧 􀀩 􂇒 (1.1)
となる160。
（⚕） 連結関係（完備関係）
集合 において，任意の 􀀬 􂈈 に対して， と の間に，あるいは と の間に二項
関係 が成立する。この関係は数学的には
􀀬􂈀 􂈈 ，􀀨 􂈨 􀀩 (1.2)






るとしよう。すなわち， 􀀬􂈀 􂈈 ， 􂇒 である。すなわち，􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 かつ 􀀨 􀀬 􀀩 􂈈
が成立するとしよう。推移関係から 􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 となるが，しかし，これは非反射関係に反し
矛盾である。よって，非対称関係が成立することになる。
3.2.2 社会・経済状態の弱順序（weak order）とその定義
社会・経済状態の集合 上での二項関係 􀀨 􀀩 が弱順序であるとは，
(⚑)非対称関係，かつ (⚒)否定の推移関係 (1.3)
160 否定の推移関係は， 􀀬 􀀬􂈀 􂈈 ，􀀨􀂬 􂈧 􀂬 􀀩 􂇒 􀂬 と表される。
161 ここで 􂈨 は， あるいは が成立することを意味する。
162 この証明は背理法による。すなわち，反射関係（非反射関係の否定）であるとするならば，矛盾が発生する
こと言えば，証明が成立する。反射関係が成立すると，􂈀 􂈈 ，􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 となる。非対称関係は，􀀨 􀀬 􀀩 􂈈




札幌学院大学経済論集 第 14 号（2018 年 11 月)
が成立する163 ことである。すなわち，(⚑)の非対称性関係とは，任意の 􀀬 􂈈 に対して，
􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 ならば，􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 である。(⚒)の否定の推移関係とは，任意の 􀀬 􀀬 􂈈 に対し
て，􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 かつ 􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 ならば，􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 である。
たとえば，弱順序の二項関係の例として，実数（ここでは実数の集合を とする）上での
二項関係を 􀀼 と示す。この場合，非対称性関係は，任意の 􀀬 􂈈 に対して 􀀼 ならば，
􀀼 ではない，と表される。否定の推移関係は，任意の 􀀬 􀀬 􂈈 に対して 􀀼 でなく，




気(C)は蛮勇(R)よりも選好される。このとき， 􂉺 ならば， 􂉺 ではない。同様に，
􂉺 ならば， 􂉺 ではない。よって，非対称性関係が成立する。臆病と蛮勇のいずれが
選好されるかは一般的には確定できないが，もし臆病(T)が蛮勇(R)より選好されるならば，







経済学では，社会・経済状態の選好を示す記号として 􂉺 あるいは 􀁾 が使用される。 􂉺
163 非対称関係と否定の推移関係が成立すると，推移関係が成立する。この証明は背理法で示すことができる。
今，任意の 􀀬 􀀬 􂈈 に対して，􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 かつ 􀀨 􀀬 􀀩 􂈈 ならば，􀀨 􀀬 􀀩 􂈉 であるとしよう。非対称関係




165 􀁻 勤勉，好奇心，貪欲 􀁽 􀀽 とし，勤勉は好奇心より選好され，貪欲よりも選好される。同時に，好奇心は
貪欲より選好される。このときには，非対称性関係および否定の対称関係が成立する。すなわち，集合
において選好の非対称性関係と否定の推移関係が成立する。
166 􀁻 気前のよさ，浪費，貪欲 􀁽 􀀽 とするとき，集合 において，選好の二項関係において，非対称関係と否
定の推移関係が成立する。
167 悪徳の混合した行為については，前掲書『快楽について』（第⚑巻 ストア主義讃美とエピクロス主義讃美）
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は， は よりも選好される，あるいは は より低く選好される。厳格な選好関係がな
いときには， 􀁾 と表される。これは， が と同じくらい選好されることを示している。
すなわち，このことは
􀁾 􂇔 􀀨not , not 􀀩 (1.4)
と表される。􀁾 は無差別な選好を意味している。





（⚑） 任意の 􀀬 􂈈 に対して 􂉺 ， 􂉺 ， 􀁾 のいずれかが成立する
（⚒） 選好 􂉺 は推移関係である
（⚓） 無差別な選好 􀁾 は同値関係である
（⚔） 􀀨 􂉺 􀀬 􀁾 􀀩 􂇒 􂉺 あるいは 􀀨 􀁾 􀀬 􂉺 􀀩 􂇒 􂉺 の関係が成立する
（⚕） 選好 􂉺􀁾 は推移関係，かつ連結関係（完備関係）である
これらの(⚑)から(⚕)の関係について簡単に説明しておこう。
(⚑)については，選好関係 􂉺 が非対称関係であるので 􂉺 であれば， 􂉺 ではない。
逆に， 􂉺 であれば， 􂉺 ではない。ゆえに， 􂉺 あるいは 􂉺 のいずれかが成立す
る。また， 􂉺 でなく，かつ， 􂉺 でないときには， 􀁾 の関係が成立する。ゆえに，
このときには，無差別を示す選好 􀁾 が成立する。
(⚒)選好関係 􂉺 が否定の推移関係にあるとき，
􂉺 􂇒 􀁻􀀨 􂉺 􀀩 􂈨 􀀨 􂉺 􀀩􀁽 (1.5)
が成立する。これは， 􂉺 ならば， 􂉺 あるいは 􂉺 であることを意味している。今，
􂉺 かつ 􂉺 であると想定しよう。 􂉺 のときには， 􂉺 あるいは 􂉺 が成立す
る，かつ 􂉺 のときには， 􂉺 あるいは 􂉺 が成立する。従って， 􂉺 は成立する。
しかし，選好の非対称関係から， 􂉺 が想定されているので， 􂉺 は成立しない。また，
􂉺 が想定されているので， 􂉺 は成立しない。ゆえに，これが成立するとき， 􂉺 か
つ 􂉺 のもとでは， 􂉺 が成立する。ゆえに，選好 􂉺 は推移関係にある。
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き，(⚑)の性質から，と が無差別でないならば， 􂉺 あるいは 􂉺 である。もし 􂉺
ならば， 􂉺 あるいは 􂉺 であるが，これは前提に矛盾する。よって，想定が間違いで
あった。ゆえに，選好は， 􀁾 􀀬 􀁾 であるので，推移関係が成立する。
(⚓)上の(⚒)から選好 􀁾 は推移関係にある。また， 􀁾 かつ 􀁾 が成立する。これ
は対称関係である。さらに，対称関係は，推移関係によって， 􀁾 となる。これは反射関
係である。よって，選好 􀁾 は，反射関係，対称関係かつ推移関係となる。ゆえに，選好 􀁾 は
同値関係にある。
(⚔) 􀀨 􂉺 􀀬 􀁾 􀀩 を想定しよう。このとき， 􂉺 ならば， 􂉺 あるいは 􂉺 である。
􀁾 ならば， 􂉺 は仮定に反する。この想定のもとでは， 􂉺 となる。また
􀀨 􀁾 􀀬 􂉺 􀀩を想定する。 􂉺 ならば， 􂉺 あるいは 􂉺 。しかし， 􂉺 は仮定に
反するので， 􂉺 が得られる。
(⚕)選好 􂉺􀁾 が推移関係であることは，上の(⚒)，(⚓)および(⚔)から得られる。
3.2.4 選好 􀁾 の意味
二つの社会・経済状態が無差別であるということは，二つの社会・経済状態が同じほどに
善いと人間が感じることである。










選好の二項関係において， が より選好されたならば，同時に は より選好されるこ
とはないことは確実に成立すると言えよう。選好の二項関係の性質で人間の行動が一貫して
いるためには，その二項関係に非対称関係が成立することが必要であるが，これは， が
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の配分が最善の配分であり，この配分からいずれの方向にそれても選好水準は低下するとし
よう。このとき，960 万円は 950 万円より選好されるが，960 万円と 1,080 万円のいずれが選
好されるのか確実ではない。また 950 万円と 1,080 万円のいずれが選好されるのか確実では
ない。この場合，(1.5)式の関係が成立しなくなる。すなわち，950 􂉺 960 であるが，950 􀁾





ことにしよう。集合 において二項関係 （あるいは，􀁾）によって生成される集合を 􎐽
あるいは 􎐽􀁾 とする。今，􂈃 􂈈 に対して，無差別になる状態の集合を 􀀨 􀀩 とすると，
􀀨 􀀩 􀀽 􀁻 􀀺 􂈈 􀀬 􀁾 􀁽
と表される。また， 􀀬 􂈈 に対して， 􀀨 􀀩 􀀽 􀀨 􀀩 􂇔 のときに， 􀀬 は同値類に属する
という。
無差別な選好関係 􀁾 によって生成される集合 􎐽􀁾 上での選好を考察してみよう。ある
二つの社会・経済状態がそれぞれ異なった同値類に属しているとしよう。今，􂈃 􂈈 およ
び 􂈃 􂈈 に対して
􂉺􎨰 􂇔 􂉺 (1.6)




􂈃 􂈈 に対して 􂉺􎨰 かつ 􂉺 としよう。(1.5)式から， 􂈈 􎐽􀁾 かつ 􂈈 に対し
て， 􂉺 のとき， 􂉺 あるいは 􂉺 である。よって，
168 ここで取りあげた例は，Fishburn, P.C. (1970), Utility Theory For Decision Making，12 ページ参照。
169 􀁾 􀀧 かつ 􀁾 􀀧，􂈃 􀀬 􀀧 􂈈 および 􂈃 􀀬 􀀧 􂈈 に対して， 􂉺􎨰 および 􂉺􎨰 ならば，そのとき 􂉺
および 􀀧 􂉺 􀀧 ならば，反射関係より， 􀁾 􀀧 は 􀀧 􀁾 となる。弱選好の性質の(⚔)から，すなわち
􀀨 􀀧 􀁾 􂉺 􀀩 から 􀀧 􂉺 となる。また(⚔)の性質より，􀀨 􀀧 􂉺 􀀬 􀁾 􀀧􀀩 より， 􀀧 􂉺 􀀧 となる。これは，
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􂉺 あるいは 􂉺
となる。ゆえに，否定の対称関係が成立する。
最後に，弱連結関係が成立することを示そう。 􀀬 􂈈 􎐽􀁾 および 􂉠 とする。 と
は互いに素であるので，􂈃 􂈈 および 􂈃 􂈈 であるときには，not 􀁾 である。弱順
序における選好の性質の(⚑)から， 􂉺 あるいは 􂉺 である。よって， 􂉺 ならば，
􂉺􎨰 となり， 􂉺 ならば， 􂉺􎨰 となる。ゆえに， 􂉠 ならば， 􂉺􎨰 あるいは
􂉺􎨰 であるので，選好 􎐽􀁾 は弱連結関係をもつ。以上では，集合 􎐽􀁾 上で選好 􂉺􎨰 が
厳密に順序づけられることを示し，そして選好 􂉺 が集合 において弱順序であることを示








善は，選好 􀁾 関係で示されると想定できる。すなわち，集合 􎐽􀁾 は，
􀁻知識，健康，天賦の才能，雄弁，美貌，強壮，地位，寵愛，権勢，繁栄，名声，家柄，友人，家財􀁽
と表される。このように「中間的なもの」を集合 􎐽􀁾 と表し，たとえば，知識( )と健康( )
が異なった同値類に属し，そして 􂈈 ， 􂈈 とするとき，
170 前掲書『快楽について』（第⚑巻 ストア主義讃美とエピクロス主義讃美）85 ページ 10 から 11 行目。彼は，
ホメロス『イリアス』からトロイ戦争の原因となったヘレネスの美を引き合いに出し，身体の美が人間行動
の第一位の要因と考えているのであろうか。
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集合 が弱順序であり，かつ， 􎐽􀁾 が可付番集合であるとき，社会・経済状態の選好と幸
福度（あるいは快楽）と間には正の関係が成立する。二つの社会・経済状態 􀀬 􂈈 に対し
て，
􂉺 􂇔 􀀨 􀀩 􀀼 􀀨 􀀩 (1.7)
という関係が成立し，また
􀁾 􂇔 􀀨 􀀩 􀀽 􀀨 􀀩 (1.8)
となる。(1.7)式と(1.8)式から，二つの社会状態 􀀬 􂈈 に対して，
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分集合に分割されると仮定しよう。たとえば， （動物の肉の調理品）， （鳥の肉の調理
品）， （魚類の調理品）， （野菜の調理品）， （果物あるいは果物の調理品）の⚔つの部
分集合に分割されるとしよう。人はこれらの部分集合の間に順序付けをできるとすると，た
とえば 􂉺 ， 􂉺 かつ 􂉺 とすると，この人は 􂉺 かつ 􂉺 とな
り，動物の肉料理を好む人になる。但し，果物あるいは果物料理は，ほかのすべての調理品















































定しよう。今，音楽の集まりを  ，自然の音の集まりを とする。これらは の部分集
合を構成し，この他の部分集合とは素であるとする。ここでは人は 􂉺 あるいは
􂉺 と選好を示すことができるとする。音楽好きな人は音楽を詩人の言葉より，また
自然の音よりも選好する。今，詩人の言葉を とすると，人は， 􂉺 あるいは
􂉺 と選好を示すことができるとする。自然讃美者は自然の音を音楽よりも詩人の言
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覚）からや香りや匂いなどの嗅覚からも効用（快楽あるいは満足）得ている。効用関数は，
一般に，
 􎜀 􎨱􀀨 􎨱􀀩􀀬 􎨲􀀨 􎨲􀀩􀀬 􎨳􀀨 􎨳􀀩􀀬􂀦 􀀬 􀀨 􀀩􎜐 (2-1)
と表される。味覚の集まりを構成する各料理は相互に素であると仮定したので，それらの料
理の結合は
􂈪 􂈪 􂈪 􂈪 􀀽 􎨱 (2-2)
と表され，この任意の二つの部分集合では
􂈩 􀀽 􂉠 ， 􀀬 􀀽 􀀬 􀀬 􀀬 (2-3)
が成立する。聴覚の集まりならび嗅覚の集まりに関しても同様な関係が成立する。すなわ
ち，
􂈪 􂈪 􀀽 􎨲， 􂈩 􂈩 􀀽 (2-4)
􂈪 􂈪 􀀽 􎨳， 􂈩 􂈩 􀀽 (2-5)
と表される。この分離可能な効用関数の例として，たとえば
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式の効用関数において，味覚からの効用，聴覚からの効用，ならびに嗅覚からの効用を加え
ることができると，それは




























































176 好色の問題については，拙著『今日の経済学と戦士ヨブの潔白な誓い』第⚖節の 6.3（好色の問題）26 ペー
ジから 31 ページを参照。好色の問題は視覚（目から入る楽しみあるいは喜び）である。エラスムスは好色
を「醜い好色の罪」として，すなわち，「一時的な肉欲の醜い快感」と説明している。




































180 前掲書『快楽について』422 ページ 11 行目。
181 前掲書『快楽について』422 ページ 11 行目。天国の天使の名称をあげている。彼は「ケルビム，セラフィ
ム，力天使，権天使，その他の天使」たちがその天国（共和国）の永遠の市民の位階である，と言う（前掲
書『快楽について』422 ページ⚙から 12 行目参照）。
182 前掲書『快楽について』437 ページ 11 から 438 ページ 14 行目参照。
183 前掲書『快楽について』436 ページ 14 から 15 行目。
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